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答える人
玉川進（たまかわすすむ）
旭川医療センター病理診断科
1962年生まれ。北海道出身。
医学博士。今は病理をやってい
ます。病理は顕微鏡を見て癌か
どうか診断する役割を持ってい
ます。病理をやる前は麻酔科を
やっていて、それで今でも救急
関係の仕事を多くしています。

しばらく滑っていると
指の感覚がなくなります。

【連載3】教えて！　救急の人

スキーヤーの皆さんに起きやすい
ケガや病気への疑問・質問に
北海道のお医者さん、歯医者さん、
救急隊員さんがお答えします。

凍傷に気をつけよう
講義3
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　しもやけは体質が関係していま
す。そのため同じ寒さを受けても
しもやけになる人とならない人が
います。しもやけになりやすい人
は、毎年同じ場所がしもやけにな
る傾向があります。糖尿病を持つ
人は手足の血流が悪く、また痛
みに鈍くなるため、凍傷になりや
すいことがわかっています。さら
にタバコも手足の血管を縮めるた
め凍傷を助長します。

○治療は
　しもやけであっても、凍傷にな
っていても、始めにすることは42
度程度（快適に入浴できる温度）
のお湯に指なりを浸して急速に
温めることです。揉んだり擦った
り振りまわしたりすることは、組
織に障害をさらに加えるために避
けたほうがいいとされています（図
２）。さらに凍傷になってしまった
場合は、ビタミン剤や血管拡張
剤などを投与し、瀕死の細胞を
生き返らせる治療を行ないます。
これらの治療によっても回復しな
い部分は、血流が途絶えミイラ
のようにひからびてくるので、最

　凍傷の初期（凍傷１度）をしも
やけと言います。寒さのために血
液の流れが悪くなり細胞が障害
を受けるもので、寒いときには皮
膚は白くなり、少しでも温めると
すぐ赤くなってじんじん痺れた感
覚が出ます。この段階で手当を
すれば、なにごともなく元に戻り
ますが、そのまま放置すると手指
の激痛とともに皮膚は赤黒くな
り、さらに水ぶくれができてきま
す（凍傷２度）。さらに放置される
と、指は炭のように黒くなり（凍傷
３度）、最後にはぽろりと落ちてし
まいます（凍傷４度）（図１）。手足
の指がもっともなりやすいのです
が、ほかにも耳や鼻先など突出し
ている部分から凍傷になっていき
ます。

終的には切断します。

○予防は
　しもやけや凍傷の発生は、外
気温・曝露時間・その部位の状態
により左右されます。ものすごく
寒いところにいても短時間ならな
んともありませんが、氷点下２度
程度でも長時間皮膚を露出して
いれば凍傷になります。またゲレ
ンデでは防寒着を身につけていて
も、それが濡れていれば熱を奪わ
れますし、ブーツの締めつけがき
つく血のめぐりを悪くすると凍傷
にかかる可能性が高くなります。
手袋は厚手のものを着用し、靴
下も保温性に優れたものを選び
ましょう。携帯カイロを指先に入
れるのも有効です。耳は帽子や
耳当てなどでかならず保温してく
ださい。
　スキー場や雪山で指先に痛み
を覚えた場合は迅速に加温してく
ださい。近くにお湯がない場合
は脇の下などで温めます。凍傷
になり皮膚が変色してしまうと回
復の可能性は著しく低くなるので
注意してください。
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